
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】
宇野港から有明港までモーダルシフトを利用、有明港から現場搬入までを協力会社へ委託しているが、2026年2月より宇野港発、
有明港着の運航が週1便となり、トレーラーの回転率も悪く繁忙期には、長距離輸送が増えておりモーダルシフトを推し進める事が
困難になっている状態である。また、近年の物流傾向としては容積制約による積載効率の低下や長距離の運転がネックとなり、ド
ライバーの定着率が低いのも課題であり、繁忙期に車両の確保が難しいというのも現状である。

事業概要

事業内容

協議会名：建築鉄骨広域物流連携協議会

Point

協議会構成員
つやま産業支援センター(津山市)、
坂本工業株式会社(荷主)、鐵伸運輸
株式会社(物流事業者)、大和運輸株
式会社(物流事業者)、有限会社峰南
運輸(物流事業者)

【地域産業の目指す姿】

・岡山県津山市にある素晴らしい鉄鋼技術を関東地
方へ滞りなく輸送

・長距離輸送がメインだった輸送体系の打開

・年間運行時間９０％の省力化

・二酸化炭素排出量-５１％

・繁忙期における担い手不足の解消

想定事業実施効果

岡山県津山市から関東向け建築鉄骨のモーダルシフト輸送の確立

新たに輸送契約を結び、現状の宇野港から有明港に加えて大阪南
港から有明港という2パターンのモーダルシフトを計画
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